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No巻 話 本文 対象 旧大系 新大系 旧全集 新全集 集成
１ ２ ６ 飲給ヒツ 水 のみ給ヒツ のみ給ヒツ
２ ４ 17飲シメ 血 のまシメ のまシメ
３ ４ 25飲テ 水 のみテ のみテ





６ ７ 32飲ム 湯 のム のム
７ 1032飲ミツ 酒 のミツ のミツ
８ 1132飲テ 水 のみテ のみテ のみテ のみテ
９ 1132飲ムニ 水 のムニ のムニ のムニ のムニ
101542飲ナド 酒 のみナド のみナド のみナド のみナド
111620飲テ 酒 のみテ のみテ のみテ のみテ
121944飲ム 乳 のム のム のムニ のム
132034飲レヨ 汁 のまレヨ すすレヨ すすレヨ すすレヨ




のみタマヒテ のみたまヒテ のみたまヒテ のミ
162431飲ムト 酒 のム のム のムニ のム のム










『類聚名義抄』では、「飲」の訓として、「ノム ナム ミヅカラ ツヽシム 和（音）
オム」と記され、「啜」には、「音綴 又 樹雪反 スヽル スフ」とある。
『色葉字類抄』では、「飲」に「ノム 於帝反」とあり、「啜」には「スヽル常 臣少カ
182431飲ム 酒 のム のム のムニ のム のム
192436飲ケル 酒 のみケル のみケル のみケル のみケル のミケル
202436飲ミ 酒 のミツ のミ のミ のミ のミ
2125４ 飲テ 酒 のみテ のみテ のみテ のみテ のミテ
2225５ 飲ム 酒 のム のム のムニ のム のム
2325５ 飲テ 酒 のみテ のみテ のみテ のみテ のミテ
2425５ 飲ナド 酒 のみナド のみナド のみナド のみナド のミナド
252513飲ナム 酒 のみナム のみナム のみナム のみナム のミナム
262513飲ムニ 酒 のムニ のムニ のムニ のムニ のムニ
272513飲ツ 酒 のみツ のみツ のみツ のみツ のミツ
282617飲テ いも粥 のみテ すすりテ のみテ のみテ のミテ
292613飲ン 酒・粥 のましム のまン のまン のまン のマン
302713飲ナド 酒 のみナド のみナド のみナド のみナド のミナド
312818飲ツレバ 湯 のみツレバ すすりツレバ のみツレバ のみツレバ
のミツレ
バ







332820飲ル 粥 のめル すすル すすル すすル のメル
3430１ 飲ル 水 のめル すすル すすル すすル のメル










Nomifoxi, su, iota. ノミホシ、ス、イタ（飲み干し、す、いた）少しも余さない
で、すっかり飲む。
Nomicomi,u,oda.ノミコミ、ム、ゥダ（呑み込み、む、うだ）呑み下す。
Nomicui, u, uta. ノミクイ、ゥ、ゥタ（呑み食ひ、ふ、うた）食べものを嚙まない
で呑み下す。


























































No巻 話 前置句 本文 対象
１ ２ ６ 迦葉此ノ水ヲ受けテ 飲給ヒツ 水
２ ４ 17血ヲ出シテ婆羅門ニ 飲シメ 血
３ ４ 25先ヅ水ヲ 飲テ 水





６ ７ 32僧共、此ノ器ニ盛レル湯ヲ取テ、…（中略）…無限シ。 飲ム 湯
７ 1032此ノ酒・肴ヲ荷ヒ持テ通ルヲ、奪ヒ取テ吉ク 飲ミツ 酒（・肴）
８ 1132食物無シト云ヘドモ、谷ノ水ヲ 飲テ 水
















1522７ 酒ナド進タレバ、其レモ 飲給ヒテ 酒
162431 我レ酒 飲ムト 酒






2125４ 介ハ遠キ道ニ来リ極ジテ、酒ナド吉ク 飲テ 酒
2225５ 先ヅ酒ヲ涌シテ手毎ニ取テ 飲ム 酒
2325５ 喉ノ乾クマゝニ、空腹ニ酒ヲ四五杯 飲テ 酒


















































































































































































巻 話 本文 旧大系 新大系 旧全集 新全集 集成
13 20 34 飲レヨ のまレヨ すすレヨ すすレヨ すすレヨ
巻 話 本文 旧大系 新大系 旧全集 新全集 集成



























巻 話 本文 旧大系 新大系 旧全集 新全集 集成



























巻 話 本文 旧大系 新大系 旧全集 新全集 集成








33 28 20 飲ル のめル すすル すすル すすル のメル
巻 話 本文 旧大系 新大系 旧全集 新全集 集成
34 30 1 飲ル のめル すすル すすル すすル のメル
( )13
有リ、惣（ス）ベテ心モ不及（オヨバ）ズ。「此レハ、世ノ人ニハ非（アラ）ヌ者也
ケリ」ト思テ、此レヲ見ルニ付（ツケ）テモ、「何（イ）カデ此ノ人ニ馴睦（ナレム
ツ）ビムト思フ心、狂フ様（ヤウ）ニ付（ツキ）ヌ。筥（ハコ）ヲ引寄（ヒキヨ）セ
テ少シ引飲ルニ、丁子ノ香ニ染返（シミカヘリ）タリ。（巻30の１話『新大系』395
頁）
『旧全集』と『新全集』の注には、「伊スの人事「啜スゝル…飲已上同」によって読
む。」とあり、「すする」と読んでいる。
No.34については、「引飲ル」という形であることが気になるが、辞典類や他の作品
を探してみても「引飲」「ひきのむ」「ひきすする」といういずれの記載もなく、どのよ
うな動作であるのか分からない。また、飲んでいる液体も、「薄香ノ色シタル水」とあ
り、「のむ」であるか「すする」であるのか、判断しにくい。
しかし場面を考えると、「三切許打丸ガレテ入タリ」と得体の知れない固形物が入っ
ている液体であることや、大きな箱を引き寄せ、箱に口を寄せ、恐る恐る得体の知れな
い液体を口に入れている様子から、『新大系』『旧全集』『新全集』の「すする」という
訓が妥当なのではないかと考える。
５．おわりに
本稿では、『今昔物語集』を材料にしつつ、中古・中世の、主に「すする」の意味を
検討し、それを通して『今昔物語集』の諸注釈書における訓を再検討してみた。
『今昔物語集』における「飲」の訓の６箇所の異同は、No.31の「飲」以外は、「すす
る」という訓が適切であると判断した。その理由としては、「すする」という語は、口
にする対象物や状況が限られており、５つの用例は、それに当てはまるものであったか
らである。
今回の考察から、「すする」という語が使用されやすい対象物は、「固形物が入ってい
る液体、もしくはとろみがある熱い液体である粥や汁」がまずは挙げられる（鼻水もそ
れに準じるものと考えられるであろう）。次に、器がなく、「自分の口を寄せて少量の液
体を吸い込む状況」が挙げられる。この場合、血が対象物になった用例が、現れやすか
ったようである。一方、『今昔物語集』において、No.2が血を飲む例であるが、ここで
は、「血ヲ出シテ婆羅門ニ飲シメ」とあり、使役の形になっている点が注意される。口
に能動的に少しずつ入れる表現ではなく、相手の口に強制的に入れさせることを目的と
する表現であるので、その飲む過程に視点がある「すする」ではなく、無理やり口に入
れてしまうという結果を重視した「のむ」がふさわしいと解釈される。
以上より、本稿で考察した６箇所の異同は、６つの用例中３例の対象物が粥であり、
１例が汁であった。残りの２例中、１例はNo.34の例で、得体の知れない固形物が入っ
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ている水であることや、大きな箱を引き寄せ、箱に自分の口を寄せて、恐る恐る得体の
知れない液体を口に入れている状況であり、固形物の入っている水を少量、吸い込んだ
と考えられる例であったので、「すする」が適切であると判断した。最後の１例は、対
象物が湯であり、判断しがたい部分が残ったものであった。その「食後において湯を飲
む」という動作を行った際の器や状況を文化背景や、類似場面の用例を見つけること
で、今後再解釈することも可能であるかと思われる。
ここでは上記のように「すする」の用例を解釈した。ただ別の見方をしてみると、当
時の「すする」の用法そのものは、実は、現在とあまり大きく異なっていなかったのか
もしれないと見ることもできるかもしれない。しかし、中古・中世の「すする」の全用
例を今回検討した範囲においては、「すする」を使った表現は、粥、血、固形物の入っ
た汁などの極めて限られた対象を取った、限定された表現でのみ現れていた。その点を
考慮すると、実際の当時の単語の意味レベルとはまた異なる「表現のレベル」という観
点から見た場合、文字による表現や使用範囲というものは、当時の文字言語において
は、今回見た用例の範囲に極めて限定されていたものだったと解釈してみることは、十
分考えられるのではないだろうか。つまり「文芸的表現」としての問題である。そのよ
うな、文字で表現され得た範囲という点でみるならば、今回「すする」の訓として推定
した範囲は、文字によって表現された情報（文字言語としての実例）としては、妥当な
ものであったのではないか、とも思われるのである。
本稿を書くにあたって、『今昔物語集』以外の作品についても調査を行ったが、「すす
る」という動詞の用例は大変少なく、「すする」の使用は、限定されていることが分か
ったものの、対象物や状況の限定が難しかった。啜る際の音がキーワードとなっている
が、より詳しく特定していくためにも、時代や資料のジャンルを広げ、用例数を増やす
ことでより精密に分析していくことができるであろう。
なお、粥については、『今昔物語集』の全例が「すする」であり、他作品の「すする」
でも粥が多く挙がっていたものの、一方、当時、粥に対して「のむ」という表現が可能
であったかどうかについては、今回は調査が及ばなかった。今後の課題としたい。
注
１ 34作品は、次に挙げるもので、（ ）の中は、「飲む」の用例数である。
平安： 竹取物語」（０）、「土佐日記」（２）、「伊勢物語」（５）、「平中物語」（２）、
「大和物語」（４）、「三宝絵詞」（10）、「多武峰少将物語」（０）、「篁物語」（０）、
「宇津保物語」（12）、「蜻蛉日記」（４）、「落窪物語」（１）、「和泉式部日記」
（０）、「枕草子」（７）、「源氏物語」（２）、「紫式部日記」（０）、「堤中納言物語」
（０）、「夜の寝覚」（０）、「濱松中納言物語」（０）、「更級日記」（２）、「狭衣物
語」（０）、「大鏡」（０）、「讃岐典侍日記」（０）、「とりかえばや」（０）
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軍記： 平家物語」（26）、「保元物語」（２）、「平治物語」（７）、「義経記」（８）、
「曾我物語」（14）、
説話： 打聞集」（０）、「古本説話集」（４）、「宇治拾遺物語」（23）、「十訓抄」
（８）、「古今著聞集」（36）、「沙石集」（24）、「唐物語」（０）、
中世のその他： 栄花物語」（３）、「梁塵秘抄」（０）、「今鏡」（０）、「水鏡」（４）、
「方丈記」（０）、「海道記」（３）、「徒然草」（14）、「太平記」（40）、「増鏡」
（０）、
そのほか： 御伽草子」（40）、「雑兵物語」（10）
２ 本文は『新日本古典文学大系』より引用。読み仮名も『新大系』による。
３ 伊：『伊呂波字類抄十巻本』
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